
１．はじめに

2011年３月11日14時46分－－－東北地方を中心とした未曾有の大地

震は、はるか神戸の地までも揺るがしました。それは、1995年１月

17日５時46分に発生した阪神・淡路大震災を思い起こさせ、緊急事

態として認識するまでに、長い時間を要することはありませんでした。

この事態に際しコープこうべでは、即座に震災支援についての

「基本的な考え」と「基本方針」を打ち出して支援活動に当たるこ

とを明らかにしています。今回、コープこうべとして総力を挙げて

行動できたのも16年前の被災経験によるところが大きかったと考え

ています。

（1）基本的な考え方

・被災地支援は、「助け合い 支えあう」生協の原点を学ばせていた

だく場として捉える。

・現地への職員派遣は、組織の強化や人材の育成につながる機会と

して位置づけ、コープこうべ全体の取り組みとする。
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東日本大震災発生の翌々日、被災地生協に向けて、いち早く職員を派遣し、その後10週間に
わたり人的支援を続けたコープこうべ。この活動を進めるに当たり、「人的支援が自生協の
組織や職員の強化・育成につながることを組織として確認するとともに、阪神・淡路大震災
の教訓や想いをもって、トップマネジメント、リーダーシップを発揮するようにした」とい
う。このような考え方はどのようにして生まれ、どんな成果を生んだのか。コープこうべ常
勤理事の木田克也氏にご寄稿いただいた。
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（2）基本方針

・コープ東北サンネット事業連合の中心生協である、みやぎ生協の

支援を通して被災地域の復旧・復興に貢献させていただくこと。

・自己完結できる（被災地生協に負担をかけない）組織的な支援を

させていただくこと。

・人的支援が必要な期間、継続的な支援をさせていただくこと。

２．具体的な取り組みについて

（1）対策会議を立ち上げる

情報の共有化と迅速な判断が同時にできるよう、３月12日に浅田

組合長（当時）をトップに、役員と幹部職員が参加しての「コープ

こうべ支援対策会議」を開催し、生協全体で取り組む機動的な震災

支援体制をスタートさせました。なお、この対策会議は４月18日ま

で継続して開催しています。

（2）先遣隊を派遣し、的確な情報把握に努める

被災地情報の的確な把握は、その後の支援活動に大きく影響を及

ぼす重要事項です。そこで、震災２日後の３月13日に、幹部職員お

よびボランティア活動に関わる専門的職員など３人を、先遣隊とし

て現地に派遣することを決めました。

この時点では被災地周辺の正確な道路情報もなく、現地入りが可

能かどうかも危惧される状況でしたが、13日に神戸を出発し、翌14

日に、みやぎ生協に到着することができました。この先遣隊からも

たらされた情報が、その後の具体的な支援プランの策定につながり

ました。なお、先遣隊の主なミッションとしては、以下の報告を求

めています。

ａ．現地の被災状況と必要な支援内容の把握

ｂ．自己完結できる支援に向けた情報整理

・現地入りのルート確認

・活動拠点や必需品、主な支援活動の確認など

ｃ．現地（みやぎ生協）対策本部との連携方法の確立

（3）職員を現地に派遣し、支援を行なう　

職員の現地派遣計画の取り組みについて、簡単にご説明させてい

ただきます。震災後４日目の３月15日、派遣第１陣の先発隊として、

職員12人が宅配用トラック５台と小型タンクローリー車とともに、
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みやぎ生協に向けて出発しました。これに先立って行なわれた出発

式には、桜井理事長と浅田組合長（当時）が参加し、派遣職員に激

励のあいさつを行なっています（p.62・資料１）。なお、この日は

事業計画会議の開催日ということもあり、多くの幹部職員が見守る

中でのスタートとなったことも、被災地支援への取り組みを共有す

る良い機会になったと考えています。３月17日には、第１陣の後発

隊として、職員10人が宅配用トラックと共に出発しています。職員

派遣の出発時には、毎回、出発式を開催し、トップから「支援の目

的を共有化し激励する機会」をもち、職員の成長につながる場とな

りました。

３月20日には、第2陣として現地統括責任者２人と支援要員20人

を出発させています。現地統括責任者の役割は、①コープこうべ対

策会議と連携し、支援活動方針に基づく支援活動の総指揮を行なう

こと、②みやぎ生協他関係諸団体などとの窓口となり、各支援隊の

活動を円滑に進めること、③現地の実情・実態に対応した状況判断

を行ない、支援隊リーダーと連携した活動を行なうこと、などです。

このように、現地で指揮をとる統括責任者およびグループ単位で活

動する時の責任者（支援隊リーダー）の役割を明確にして、支援活

動が組織的に動ける体制をつくりました（p.63・資料２）。

以後、５日間を１サイクルとして、第９陣（４月14日）までの支

援体制を決定しました。最終的には、４月７日に発生した、震度６

強の余震への対応として、第10陣まで支援を継続することとなりま

した。

また、派遣職員の輸送および支援活動をバックアップするため、

第2陣以後はチャーターバスによる送迎体制を確立しています。さ

らに第３陣からは派遣職員の宿泊場所として営業を再開した市内の

ホテルを確保し、支援活動に専念できる生活環境を整備しました。

不足する燃料や灯油など可能な限りの調達を行ない、現地に送りま

した。このように、現地での支援体制を確立させる一方で、不足す

る物資や燃料などの調達も並行して行ない、現地に送っています

（p.64・資料３）。
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３．阪神・淡路大震災での被災経験が
役立ったこと

（1）変化する支援内容の想定ができたこと

例えば震災直後には、圧倒的にマンパワーや食料品が不足する事

態となることを、われわれは分かっていました。中でも、水や乳児

用粉ミルクなど、緊急性の高いものから調達を行なうことができま

した。また、生産施設を持つ強みを生かし、すぐに食べられる菓子

パンも現地の状況に合わせて調達することが可能でした（計６万

1,400個）。

（2）自己完結型の支援体制で取り組めたこと

阪神・淡路大震災の際には、現地での支援活動のために生協の仲

間たちをはじめ、全国から多くのボランティアのかたがたに被災地

に入っていただきました。しかし、当時は支援をする側も受ける側

も初めての経験であり、生活物資の確保や具体的な支援活動などに

ついて、双方が気遣い合うことで“かゆいところに手が届く”よう

になるまでには時間がかかることが多々ありました。その経験を踏

まえ、今回のわれわれの活動では現地生協に一切負担を掛けない支

援の形を念頭に置いて、組み立てをしました。

また前述のように、被災地で必要な支援に対して組織的に動ける

よう、指揮をとる総責任者およびグループ単位で活動する時の責任

者を明確にしています。これも阪神・淡路大震災の時に、「自らの

責任で支援活動を完結させることの重要性」を深く実感した経験を

生かして設置したものです。

（3）コープこうべ挙げての取り組みになったこと

今回の被災地支援に当たり最初に確認したことはコープこうべ全

体で取り組むことでした。そのために、

①現地対策本部との連携は統括責任者の役割とし、指揮命令系統を

一本化

②支援期間中の役割と責任者の明確化（通常業務の役割と分離）

③CO･OP共済の支援についても、４月14日～５月29日の期間に共

済担当職員を派遣

などを行なっています。
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４．職員派遣の成果について

（1）職場一体の取り組みとなったこと　

今回の支援活動では、現地支援に当たる職員の穴を埋められるよ

う、職場のバックアップ体制をとるようにしました。これにより現

地支援に入る職員が安心して職場を離れることができるようにしま

した。

また、支援体験の共有化のために、活動報告会の開催や支援活動

ニュースの発行、また現地での活動報告を冊子にまとめるなど職員

一人ひとりが支援活動に関わった実感を持てるような機会を数多く

持ちました。

このようにして、被災地で直接支援に当たった職員だけでなく、

その留守を守った多くの職員も何ものにも代えがたい体験を共有す

ることができたと考えています。これこそ、生協の持つ「助け合

い・支えあう組織」の姿であると考えています。

（2）平時では経験しえない、人間力を発揮する
ことができたこと

被災地への職員派遣は、個々の職員にとって、何ものにも代えが

たい自己育成につながったと感じています。例えば、

①現場の状況に合わせた対応ができる「判断力」の向上……刻々と

変化する被災地の状況に合わせた支援活動の展開（店舗→宅配事

業）や、それに伴うチーム編成替えなど、柔軟な対応を行なうこ

とができる判断力を身に付け、発揮する機会となったこと。

②目的に向かって全員が役割を果たす「組織行動」……日常の業務

ラインとは異なる指揮命令の中でも、各自がそれぞれに与えられ

た役割を確実にやり遂げ、目的を達成しようとする動きをつくれ

たこと。

③相手の立場に思いを寄せる（相互を思いやる）「助け合う行動」

……派遣期間中（実働５日間）、職員同士が同じ目的意識を持っ

て行動や生活を共にすることで、お互いの理解を深め、助け合い

ながら支援活動に関わることができたこと。

５．終わりに

16年前の阪神・淡路大震災の際には、「被災地に生協あり」と

大々的に報じられました。これは被災地である神戸に、全国から大
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勢の生協の仲間が支援に入っていただいたことや、ダメージを受け

た街中を懸命に支援に走る各生協のトラックの姿が、多くの被災者

に元気と勇気を与えたことへの最大の賛辞となりました。

今回、東日本大震災の被災者支援にコープこうべの全職員が全力

で取り組んだことは、「助け合い 支えあう」という、生協運動の原

点を具現化できる「人づくり」につながると確信しています。そし

てこのことは、16年前に大きな支援をいただいた私たちにできる最

大の貢献だと考えています。
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